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社協だより

ふれあいサロン事業～中学生との交流～

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています

甲田中学校の生徒たちが、毎年ふれあいサロンを訪問し、

自分たちの考えたゲームなどで交流を行なっています。

（SAKURAサロンとの交流の様子）

と

も
に
支えあい心豊か

に
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基
本
方
針

　

平
成
29
年
度
は
、
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
役

員
・
評
議
員
の
定
数
減
等
、
法
改
正
に
沿
っ
た
対
応

を
行
な
う
な
か
で
、
役
員
会
議
の
定
例
化
等
、
経
営

責
任
の
明
確
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
事
業
は
、
支
所
業
務
や
役
割
を
見
直
し
、

窓
口
機
能
を
充
実
さ
せ
、
住
民
の
安
心
感
を
高
め
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
等
へ
の
見
守
り
の
重
要
度
が
増

す
な
か
で
、
小
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
事
業
や
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
を
引
き
続
き
展
開
し
、
そ
の

ほ
か
事
業
を
通
し
、
段
階
的
に
切
れ
目
な
く
対
応
で

き
る
在
宅
見
守
り
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
介
護
支
援
専
門
員
を
中
心
に
、

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
の
展
開
と
し
て
、
他
課

と
の
協
働
に
よ
る
出
前
講
座
や
幅
広
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
践
等
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
人
材
育

成
や
雇
用
の
定
着
化
を
図
る
た
め
、
研
修
体
制
を
見

直
し
、
職
場
環
境
等
の
改
善
に
積
極
的
に
取
組
み
ま

す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た
に
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
取
組
み
を
行
な
い

ま
す
。
ま
た
、
専
門
職
を
増
員
し
、
２
ユ
ニ
ッ
ト
体

制
と
し
、
相
談
・
訪
問
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
更
に
、

認
知
症
対
策
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
気
軽
に
集
え

る
「
カ
フ
ェ
」
の
設
置
に
取
組
み
ま
す
。

Ⅰ 

【地
域
福
祉
事
業
の
推
進
】

地
域
づ
く
り
事
業
の
強
化

１ 

場
づ
く
り
の
強
化
（
集
え
る
場
の
提
供
）

　
２ 

活
動
づ
く
り
の
強
化 

（
支
え
合
い
活
動
の
推
進
）

　
３ 

人
づ
く
り
の
強
化
（
人
づ
く
り
の
推
進
）

　
４ 

つ
な
が
り
づ
く
り
の
強
化
（
交
流
の
推
進
）

Ⅱ 

【介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】

介
護
事
業
の
経
営
の
安
定（
地
域
で
の
生
活
維
持
支
援
）

１ 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

専
門
性
の
高
い
人
材
確
保
や
支
援
困
難
ケ
ー
ス
の

対
応
な
ど
、
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
核
的
な
事
業
展

開
を
行
な
い
ま
す
。

２ 

訪
問
介
護
事
業
所（
吉
田
事
業
所・甲
田
事
業
所
）

地
域
の
実
状
に
応
じ
た
事
業
所
運
営
を
行
な
い
、

多
様
な
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
地

域
包
括
ケ
ア
へ
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

３ 

通
所
介
護
事
業
所

利
用
者
の
便
宜
を
図
り
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対

応
を
行
な
い
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業
所
と
し
て
、

利
用
者
サ
イ
ド
の
利
便
性
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４ 

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所

予
防
介
護
の
充
実
に
よ
り
利
用
者
が
多
く
な
っ
て

く
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
職
員
体
制
の
充
実
を

図
り
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
が
整
え
ら
れ
る

環
境
を
整
備
し
ま
す
。
他
の
事
業
所
と
の
連
携
を

と
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
い
ま
す
。

５ 

安
芸
高
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
職
員
に
よ
る
、関
係
機
関
、地
域
住
民
と
の
連

携
に
よ
り
、迅
速
で
的
確
な
対
応
を
行
な
い
ま
す
。

Ⅲ 

【福
祉
の
開
拓
者
と
し
て
】

社
協
組
織
と
財
政
基
盤
の
確
立

１ 

組
織
運
営
の
強
化

　

●
中
期
経
営
計
画
の
履
行

　

●
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

　
　

※
ガ
バ
ナ
ン
ス
＝
総
合
的
に
統
治
す
る
こ
と

　

●
関
係
団
体
と
の
連
携

２ 

事
務
組
織
の
強
化

　

●
組
織
改
編
・
部
制
の
新
設

　

●
支
所
機
能
の
強
化

　

●
人
材
育
成
・
人
事
考
課
制
度
の
運
用

　

●
公
用
車
の
効
率
的
運
用

３ 

財
源
確
保

　

●
会
員
の
拡
充

　

●
事
業
提
案
に
よ
る
安
定
化

　

●
市
補
助
金
の
確
保

【お問合せ先】総務課　　電話 ・お太助フォン：４２－２９４１

安芸高田市社 会福祉協議会事業計画
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重
点
事
業

　

小
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
事
業　
　

　
　

〈
集
ま
る
場
の
提
供
〉

　

地
域
の
高
齢
者
や
、
軽
度
の
認
知
症
の
方
の
日
中

の
居
場
所
を
提
供
し
、
孤
立
予
防
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
別
の
悩
み
ご
と
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
美
土
里
町
の
横
田
地
区
に
お
い
て
、

「
く
つ
ろ
ぎ
ハ
ウ
ス
よ
こ
た
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
甲
田
町
な
ど
で
事
業
展
開
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
集
ま

り
や
す
い
場
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業　
　
　
　
　

　
　

〈
つ
な
が
り
づ
く
り
の
強
化
〉

　

一
人
暮
ら
し
や
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
認
知
症

高
齢
者
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
な
か
、
地
域
で
の

つ
な
が
り
や
寄
り
添
い
型
見
守
り
の
仕
組
み
づ
く
り

を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
的
な
地
図
の
作
成
を
行
な
い
、
地
域

の
高
齢
者
の
現
状
把
握
や
、
お
太
助
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
安
否
の
確
認
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
向
原
町
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
地
域

課
題
や
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業　
　
　

　
　
　
　
　

〈
地
域
で
の
生
活
支
援
〉

　

地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
の
保
持
や
生
活
安
定
の

た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
な
い
、
保
健
医
療
の
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
社
協
支
所
へ
専
門
職
員
に
よ
る
出
張
相
談
窓
口

を
設
置
（
各
支
所
：
月
１
回
）
し
て
、
総
合
相
談
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
を
通
し
て
、
多
職
種
等
相
互
の
協

働
に
よ
る
体
制
を
構
築
し
、
新
た
に
始
ま
る
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

が
で
き
る
よ
う
、
行
政
・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支

援
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
方
等
の
支
援
と
し
て
、
集
い
の

場
「
カ
フ
ェ
」
の
設
置
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
、
要
支
援
認
定
者
で
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
の
み
を
利
用
す
る
方
や
、
生
活
機
能
低
下
の
見
ら

れ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
な
い
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
と
し
て
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【お問合せ先】総務課　　電話 ・お太助フォン：４２－２９４１

平成２９年度安芸高田市社 会福祉協議会事業計画

（くつろぎハウスよこた）

（認知症研修会）

（お太助フォンを活用した安否確認：げんきコール）

2017（平成29）年４月3



費　　　目 金　　額

人件費支出 267,440

事業費支出 100,972

事務費支出 25,193

貸付事業支出 1,000

助成金支出 4,617

負担金支出 107

その他の支出 13,704

その他の活動による支出 39,301

予備費支出 158,159

合　　　　計 610,493

費　　　目 金　　額

会費収入 5,290

寄附金収入 9,500

経常経費補助金収入 66,943

受託金収入 97,855

貸付事業収入 1,000

事業収入 8,754

介護保険事業収入 225,508

障害福祉サービス等事業収入 14,842

その他の収入 3,855

その他の活動による収入 34,480

前期末支払資金残高 142,466

合　　　　計 610,493

支出

支出

収入

収入

（単位：千円） （単位：千円）

平成２９年度社会福祉協議会資金収支予算

【お問合せ先】総務課　　電話・お太助フォン：４２－２９４１

会費収入
0.9％

寄附金収入
1.6%

経常経費
補助金収入
11.0%

受託金収入
16.0%

介護保険
事業収入
37.0%

前期末支払
資金残高
23.3%その他の活動

による収入
5.6%

その他の収入
0.6%

障がい福祉サー
ビス等事業収入

2.4%

事業収入
1.4%

貸付事業収入
0.2%

事務費支出
4.1%

貸付事業支出
0.2％

助成金支出
0.8％

負担金支出
0.1％

その他の支出
2.2%

その他の活動
による支出
6.4%

人件費支出
43.8%

予備費支出
25.9%

事業費支出
16.5%

2017（平成29）年４月 4



所属部署・役職名 氏　　名 旧　役　職　名

事務局長事務取扱兼総務部長 平野　美幸 介護福祉課長

福祉事業部長兼地域福祉課長 曽我　　淳 事務局次長兼地域包括支援センター長

地域包括支援センター長 柿上　郁子 地域包括支援センター長補佐兼
地域包括支援課長

総務課長 森本　貞彦 安芸高田市から派遣

介護福祉１課長 澄岡　英美 居宅介護支援事業所長補佐

介護福祉２課長 玉利　清子 生活福祉課長

地域包括支援課長 上田　裕子 総務課長

※訪問介護事業所の名称を変更しました。
　訪問介護吉田事業所「ツツジ」→ 訪問介護吉田事業所
　訪問介護事業所「ツツジ」　　 → 訪問介護甲田事業所

評議員会 会　長 事務局長

理事会

監事会

総務部 総務課

地域福祉課 地域福祉係

経理係

総務企画係

介護福祉１課

介護福祉２課

地域包括支援課

福祉事業部

地域包括支援センター

訪問介護甲田事業所

通所介護事業所

生活支援係

地域包括支援係

介護予防係

居宅介護支援事業所

訪問介護吉田事業所

福祉用具貸与事業所

吉田支所

八千代支所

美土里支所

高宮支所

甲田支所

向原支所

新
評
議
員
紹
介

　

平
成
29
年
4
月
1
日
施
行
の
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴

い
、
評
議
員
は
、
地
域
福
祉
の
代
表
者
や
民
生
委
員
児

童
委
員
、福
祉
協
力
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
等
、「
社

会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る

者
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
社
協
に
お
い
て
も
、
役
員
等
選
任
委

員
会
に
よ
り
新
た
に
評
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
29
年
4
月
1
日
～
4
年
間

組
織
体
制
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
部
制
の
導
入
を
行
な
い
、
部
長

に
よ
る
予
算
お
よ
び
業
務
執
行
管
理
と
、
職
員
の
労
働

時
間
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
支
所
機
能
の
充
実
を
図
り
、
地
域
に
根
差

し
た
事
業
展
開
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
吉 

田 

町

　

灰
谷　

祐
子

　

森
川　

悦
子

　

猪
上　

優
彦

　

杉
岡　

民
男

　

中
束　

允
茂

●
八
千
代
町

　

藤
田　

志
守

　

甲
田　

幸
枝

●
美
土
里
町

　

上
光　

晴
登

　

佐
々
木
昌
莊

●
高 

宮 

町

　

永
井　

君
枝

　

武
内　

眞
理

●
甲 
田 
町

　

上
川
笑
美
子

　

国
広　

憲
昭

　

豊
原　

稔
和

●
向 

原 

町

　

宍
戸　

文
子

　

内
藤
眞
知
子

【お問合せ先】総務課　　電話・お太助フォン：４２－２９４１

新組織体制

人事異動（平成29年４月１日付）

2017（平成29）年４月5



募
金
の
流
れ
・
使
い
み
ち

戸
別
・
法
人
・
街
頭
・
職
域
な
ど
で
の
募
金
活
動

広
島
県
共
同
募
金
会

安
芸
高
田
市
共
同
募
金
委
員
会
（
市
社
協
）

募
金
の
全
額
を
送
金

募
金
総
額
の
約
７
割
が
市
に
配
分
さ
れ
る

※
約
３
割
は
県
内
の
活
動
へ
配
分

～ 安芸高田市共同募金委員会～
平
成
29
年
度 

事
業
計
画

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
支
援
に
よ
り
、
共

同
募
金
運
動
は
、「
自
分
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
。」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
昨
年
70
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、

皆
さ
ま
の
「
や
さ
し
さ
」
や
「
お
も
い
や
り
」

で
す
。
安
芸
高
田
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

こ
の
「
思
い
」
を
届
け
る
運
動
と
し
て
、
地

域
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
組
む
住
民
団
体
や

グ
ル
ー
プ
等
を
支
援
し
、「
と
も
に
支
え
合
い
、

心
豊
か
に
」
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
会
の
主
な
内
容
】

●
会
議
の
開
催

●
共
同
募
金
運
動
の
展
開

●
広
報
啓
発
活
動

●
共
同
募
金
の
配
分

●
地
域
へ
の
配
分
助
成

●
関
係
機
関
・
福
祉
団
体
と
の
連
携

平成29年度 会計予算

【使いみち】

【収入】6,164,000円
●共　同　募　金� 5,820,000円
●募 金 事 務 費� 341,000円
●義　　援　　金� 2,000円
●受取利息配当金� 1,000円

【支出】6,164,000円
●送　　納　　金� 5,823,000円
●事　　務　　費� 341,000円

●運営事業
　７７７，０００円
●小地域のお茶の間づくり事業
　２３８，０００円
●配食サービス事業
　（高齢者世帯等へ見守りを兼ねた弁当の配達）
　３００，０００円
●成年後見事業
　（判断が難しくなった方の財産管理や生活のアドバイス支援）
　５００，０００円
●地域へ還元
　・ふれあいサロンへ助成
　　１，１１２，０００円
　・地域助成（地域の団体・グループ等を対象に公募により助成）
　　５００，０００円

【お問合せ先】総務課　　電話・お太助フォン：４２－２９４１
2017（平成29）年４月 6



家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

赤い羽根共同募金 ～ 安芸高田市共同募金委員会～

平
成
29
年
度

「
地
域
助
成
事
業
」
募
集

　

今
年
度
も
、
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、

公
募
に
よ
り
助
成
を
行
な
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
の
変

更
点
等
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
次
の
点
を
ご
一
読
い
た

だ
き
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
変 

更 

点
】

●
変
更
前　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
回
数
は
、
1
回

●
変
更
後　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
回
数
は
、
初
回
を

含
め
2
回
ま
で
※
初
回
か
ら
4
年
以
内

で
同
一
事
業
（
継
続
事
業
）
に
限
る

【
助
成
金
額
】

　

●
1
団
体
あ
た
り
、
2
万
円
か
ら
10
万
円
ま
で

※
継
続
事
業
に
対
す
る
助
成
額
は
、
初
回
の
助
成
額

を
超
え
な
い
金
額
と
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

●
指
定
の
申
請
用
紙
を
ご
記
入
の
う
え
、
市
社
協
本

所
お
よ
び
各
支
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
：
平
成
29
年
7
月
31
日
必
着

●
申
請
用
紙
等
の
各
種
書
類
は
、
市
社
協
窓
口
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
市
社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.akisha.jp/

「法
人
募
金
」
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

61
件
：
３
４
４
，２
２
０
円（
平
成
29
年
3
月
20
日
現
在
）

多
く
の
法
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
先
（
敬
称
略
）

●
吉
田
町

　

安
芸
高
田
市
商
工
会

　

安
芸
高
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

安
芸
土
木
建
築
㈱

　

井
上
内
科
医
院

　

㈲
オ
キ
タ
設
備

　

㈲
柿
原
興
業

　

サ
ン
パ
ラ
ソ
ル

　

世
羅
印
刷
㈱

　

大
和
重
工
㈱
吉
田
工
場

　

㈱
高
田
環
境

　

㈱
竹
葊
ガ
ラ
ス

　

広
島
ガ
ス
高
田
販
売
㈱

　

㈱
マ
ル
シ
ン

　

三
矢
オ
ー
ト
㈱

　

㈱
森
末
製
畳
所

　

山
﨑
歯
科
医
院

　

㈲
脇
地
石
油
店

　

ヨ
ネ
シ
タ
建
設

　

リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
か
わ
さ
き

●
八
千
代
町

　

㈲
い
し
が
み

　

左
官
業
田
原

　

㈱
高
山

　

㈲
山
本
木
工
所

●
美
土
里
町

　

㈲
生
田
モ
ー
タ
ー
ス

　

石
井
運
送
㈲

　

㈲
オ
ガ
サ
ワ
ラ

　

㈲
清
原
組

　

司
法
書
士
・
行
政
書
士

　
　
　
　
　
　

藤
井
敏
法
事
務
所

　

田
中
運
送
㈲

　

平
川
工
務
店

　

㈱
ミ
ド
リ

●
高
宮
町

　

医
療
法
人
佐
々
部
診
療
所

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　

川
根
運
営
協
会

　

共
栄
建
設
㈱

　

サ
ニ
ク
リ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
㈱

�

Ｓ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス

　

住
野
工
業
㈱
高
宮
工
場

　

㈱
た
か
た
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

た
か
み
や
湯
の
森
運
営
協
会

　

殿
田
石
油
店

　

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
タ

　

㈲
ル
ー
フ
セ
ン
タ
ー
塚
本

　

㈱
和
田
組

●
甲
田
町

　

㈲
井
川
ポ
ン
プ

　

㈱
吉
川
商
店

　

㈲
広
輝
建
設

　

甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

㈱
迫
広
砕
石

　

社
会
福
祉
法
人
三
篠
会

　
　

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
甲
田

　

㈲
高
田
オ
ー
ト

　

中
国
新
聞
甲
立
販
売
所

　

㈱
ハ
マ
イ
物
産

　

広
島
精
密
工
業
㈱
甲
立
工
場

●
向
原
町

　

大
塚
損
害
保
険
事
務
所

　

川
野
ガ
ラ
ス
店

　

高
橋
電
機
向
原

　

ち
と
せ
会
か
が
や
き

　

東
京
濾
器
㈱

　

㈱
船
越
鉄
工

　

㈱
山
口
製
作
所

●
匿
名　

２
件

（
地
域
助
成
：
笑
顔
の
花
い
っ
ぱ
い
の
会
）
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４
月
よ
り
、
市
民
の
方
が
困
り
ご
と
を
相
談
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
健
康
ミ
ニ
講
座
と
相
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
看
護
師
等
が
認
知
症
予

防
・
う
つ
病
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
健
康
ミ
ニ
講
座
を
行
な
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
・
場
所
】

●
毎
月
第
3
週

月
曜
日
：
八
千
代
町
／
八
千
代
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

火
曜
日
：
向 

原 

町
／
市
役
所
向
原
支
所
2
階
大
会
議
室

水
曜
日
：
高 

宮 

町
／
市
社
協
高
宮
支
所
ホ
ー
ル

木
曜
日
：
甲 

田 

町
／
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
相
談
室

金
曜
日
：
美
土
里
町
／
市
役
所
美
土
里
支
所
2
階
会
議
室

●
毎
月
第
4
週

火
曜
日
：
吉 

田 

町
／
保
健
セ
ン
タ
ー
第
5
研
修
室

【
開
催
時
間
】

●
健
康
ミ
ニ
講
座　
　

10
：
00
～
10
：
30

　

※
相
談
会　
　
　
　

10
：
00
～
11
：
30

　

2
月
10
日
、「
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
継
続
研
修
」
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
高
齢
者
虐
待
の
事
例
を
笑
い
を

交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
寸
劇
で

紹
介
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、『
具
体

的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
。』、『
相
談
し

や
す
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
。』
と
高

評
価
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
地
域
の
集
ま
り
等
で
も
、
ご

希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
伺
い
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【お問合せ先】地域包括支援センター　　電話・お太助フォン：４７－１１３２

新
た
に 
「
健
康
ミ
ニ
講
座
・
相
談
会
」　

 

を
開
催
い
た
し
ま
す

高
齢
者
虐
待

【
５
月
】

う
つ
病
予
防

～
し
ん
ど
い
思
い
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？
～

15
日
：
八
千
代
町

16
日
：
向
原
町

17
日
：
高
宮
町

18
日
：
甲
田
町

19
日
：
美
土
里
町

23
日
：
吉
田
町

【
６
月
】

お
口
の
健
康

～
お
口
の
健
康
は

　
　

身
体
の
健
康
～

19
日
：
八
千
代
町

20
日
：
向
原
町

21
日
：
高
宮
町

22
日
：
甲
田
町

23
日
：
美
土
里
町

27
日
：
吉
田
町

【
健
康
ミ
ニ
講
座
内
容
】

＊
＊
こ
ん
に
ち
は
！

で
す
＊
＊

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

2017（平成29）年４月 8



地
域
社
会
の
現
状

　

介
護
保
険
制
度
創
設
か
ら
17
年
が
経
過

し
、
市
社
協
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

も
、
そ
の
職
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
ご
利
用

者
さ
ま
の
自
立
に
繋
が
る
よ
う
な
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
や
、
生
活
相
談
等
の
支
援
に
日
々

邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
は
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
解

決
で
き
ず
に
地
域
の
な
か
で
眠
っ
て
い
る
課

題
が
多
く
あ
る
こ
と
な
ど
、
支
援
の
中
で

常
々
感
じ
て
い
る
の
も
現
状
で
す
。

市
社
協
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 

と
し
て
の
取
組
み

　

私
た
ち
市
社
協
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

次
の
こ
と
を
重
点
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

①
ご
利
用
者
さ
ま
の
人
生
の
歩
み
や
気
持
ち

を
く
み
取
り
な
が
ら
、
介
護
に
役
立
つ
地

域
資
源
を
幅
広
く
情
報
収
集
す
る
。

②
収
集
し
て
得
た
豊
富
な
地
域
資
源
の
選
択

肢
の
な
か
か
ら
、
最
適
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

提
示
す
る
。

③
介
護
保
険
の
枠
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
様
々

な
地
域
資
源
に
目
を
向
け
、
実
際
に
地
域

に
出
向
い
て
そ
の
内
容
を
確
か
め
る
。

※
地
域
資
源
＝
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
支
え
と
な
る
人
・
場
所
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
掲
げ
、
事
例
検
討
を

行
な
い
、
様
々
な
研
修
会
へ
も
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
資
源
の
収
集
を
目
的
と
し
て
、

市
社
協
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
サ
ロ
ン
や
げ

ん
き
教
室
な
ど
に
出
向
き
、
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
体
操
や
、
認
知
症
の
お
話
、
ま
た
、

昨
年
度
は
、
正
し
い
薬
の
飲
み
方
や
管
理
の

お
話
を
、
薬
剤
師
と
連
携
を
し
て
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
市
社
協
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

地
域
や
地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
を
的
確
に

把
握
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
専
門
職
と
し

て
、
地
域
支
援
者
や
他
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
何
か
お

困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【お問合せ先】介護福祉 1 課・居宅介護支援事業所　　電話・お太助フォン：４７－１１３３

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
取
組
み
の
紹
介

市社協のケアマネージャーは、
　　　誰よりも地域に寄り添っていきます!!

（サロンで健康体操）

（薬剤師と連携した取組み）
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ふれあいサロン物語

「上長屋サロン」は甲田町の長屋集会所で開催しています。

「長田下地域ふれあいサロン」は向原町の下長田集会所で開催しています。

私たちのサロンは、平成23年3月か

らスタートし、毎月第３水曜日に開催

しています。

今回のサロンは、上長屋地域に移住

された方に指導していただき、蕎麦打

ち体験をしました。

和気あいあいと話をしながら二八蕎

麦を打ち、最後はみんなで美味しくい

ただきました。

これからも、楽しく笑顔いっぱいの

時間を過ごせたらと思っています。

� （上長屋サロン世話人）

私たちのサロンでは、今後も進み続け

る少子高齢化を懸念し、みんなで『地域

包括ケアシステム』についての出前講座

を受けました。

向原町の高齢化率が44.2%であること

に驚愕しながらも、これからも地域同士

で支え合っていこうと、みんなで再確認

しました。

このほか、認知症を予防するための体

操を行なうなど、とても有意義な一日を

過ごすことができました。

（長田下地域ふれあいサロン世話人）

毎月１回のサロンが楽しみ♪

地域のことをみんなで考えてみよう!!
～長田下地域ふれあいサロン（向原町）～

～上長屋サロン（甲田町）～
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

 （平成28年11月21日～平成29年３月20日受付分）

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 

 

●
一
般
寄
附
（
行
政
区
／
寄
附
者
）

【
金
一
封
】

〇
吉
田
町

　

な
か
が
わ
石
材
店

○
八
千
代
町
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谷　
　

籠
田　

昭
造

　

富
士
メ
デ
ィ
カ
ル
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式
会
社

　
　
　
　

メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス
八
千
代

○
匿　
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２
者
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香
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し

 

（
故
人
／
行
政
区
／
寄
附
者
）

○
吉
田
町

岡
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宮
之
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岡
村　

洋
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近
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慧　
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手
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サ
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エ
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清
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久
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大
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エ
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インターネットで検索すれば何でも教えてくれる世の中になりました。
便利になったことに喜びながらも、少しの寂しさも感じています。（事務局）
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社協だより

「
お
太
助
協
力
店
」

編集後記

ご
登
録
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
太
助
協
力
店
と
は
？

　

「
お
太
助
協
力
店
」
は
、
日
常

業
務
や
配
達
時
な
ど
に
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世

帯
な
ど
へ
、
声
掛
け
や
安
否
確
認

を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
福
祉
へ
の
貢
献
も
兼
ね
備
え

る
お
店
と
し
て
ご
協
力
・
ご
登
録

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

「
お
太
助
協
力
店
」
の
情
報
を

掲
載
し
た
「
お
太
助
サ
ポ
ー
ト

帳
」
を
見
守
り
や
買
い
物
支
援
を

必
要
と
す
る
方
（
安
心
生
活
創
造

事
業
利
用
者
）
に
配
布
し
、
日
常

生
活
品
の
注
文
や
、
ち
ょ
っ
と
し

た
家
屋
の
修
繕
な
ど
の
依
頼
を
、

身
近
な
お
店
で
安
心
・
気
軽
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
太
助
協
力
店
一
覧

（
サ
ポ
ー
ト
帳
掲
載
順
・
敬
称
略
）
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具
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ラ
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め
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く
り
の
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中
尾
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ラ
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ス
整
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院
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ラ
ッ
グ
ヨ
シ
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イ
ズ
ミ
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科
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ホ
ワ
イ
ト
舎　

本
社
工
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サ
ン
パ
ラ
ソ
ル

　

あ
き
ん
ど

　

お
食
事
と
喫
茶　

Ｋ
Ａ
Ｄ
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ロ
ー
ソ
ン
吉
田
町
貴
船
店

　

清
瀬

　

久
光
芳
月
堂

　

坂
田
木
工

　

㈲
川
本
工
務
店

　

㈱
中
電
工
安
芸
高
田
営
業
所

　

た
た
み
の
モ
リ
ス
エ

　

㈱
竹
廣
ガ
ラ
ス

　

上
田
建
築

　

下
土
居
建
設

　

大
田
設
備

●
八
千
代
町

　

三
矢
オ
ー
ト
㈱

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
が
み

　

エ
デ
ィ
オ
ン
す
み
よ
し
八
千
代
店

　

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
広
島
八
千
代
南
店

　

㈱
池
田
商
店

　

土
師　

さ
く
ら
亭

　

珈
琲
庵　

舞

　

㈱
高
山

●
美
土
里
町

　

師
岡
商
店

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
高
田
・
楽
々
苑
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設　

高
田
・

楽
々
苑

　

神
楽
門
前
湯
治
村

　

Ａ
コ
ー
プ
み
ど
り
店

　

道
の
駅　

北
の
関
宿　

安
芸
高
田

　

㈱
中
岡
総
合
電
設

　

㈲
堀
川
建
設

　

㈲
オ
ガ
サ
ワ
ラ

　

㈲
中
迫
商
店

　

造
園
マ
ス
ダ

●
高
宮
町

　

す
ず
ら
ん
薬
局　

高
宮
店

　

パ
ス
ト
ラ
ル
な
が
お
か

　

エ
デ
ィ
オ
ン
高
宮
店

　

車
検
の
コ
バ
ッ
ク　

安
芸
高
田
店

　

高
宮
温
泉　

た
か
み
や
湯
の
森

　

美
容
室　

ア
ト
リ
エ

　

エ
ン
ゼ
ル
美
容
院

　

Ａ
コ
ー
プ
た
か
み
や
店

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根

　

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
石
井
和
洋
酒
店

　

㈱
熊
高
組

　

㈲
ル
ー
フ
セ
ン
タ
ー
塚
本

　

上
田
建
設
㈲

　

㈱
武
田
電
設

　

塚
本
鉄
工
所

●
甲
田
町

　

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
ユ
キ
タ
ケ

　

中
国
新
聞
甲
立
販
売
所

　

吉
川
石
油
店

　

協
同
組
合
甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

サ
ン
パ
テ
ィ
オ
す
み
よ
し

　

㈲
ホ
ン
ダ
ハ
ピ
ネ
ス
高
田

　

㈲
井
上
電
気

　

林
電
機
商
会

セ
ゾ
ン
ド
マ
ツ
シ
マ

山
村
理
容
院

㈱
大
前
醤
油
本
店

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
安
芸
高
田
甲
田
町
店

㈲
み
や
も
と
石
材
店

㈲
井
川
ポ
ン
プ
店

㈲
マ
ト
バ
板
金

國
元
石
材
店

㈲
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

㈱
藤
崎
商
会

●
向
原
町

　

高
橋
電
機　

向
原

　

エ
デ
ィ
オ
ン
向
原
店

　

か
ね
み
つ
不
動
産

　

児
玉
向
文
堂

　

酵
素
風
呂　

森
蔵

　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ー
ト
ひ
だ
に

　
　
　
　
　
　
　

谷
屋
（
宴
会
場
）

　

市
川
食
料
品
店

　

縄
文
あ
い
す
「
ひ
と
は
館
」

　

Ａ
コ
ー
プ
向
原
店

　

ロ
ー
ソ
ン
安
芸
高
田
向
原
店

　

井
上
商
店

　

ヨ
シ
オ
カ
建
築


